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OTの見えない領域を、
確認できる情報へ。
どの機器が通信し、どのイベントに注意すべきか。エネルギーデータが運用とどう
結び付くか。zcrOTで全体像を把握できます。

Power Trend：表示されたテレメトリ系列を時系列で比較します。説明用のデモデータであり、顧客実績や性能の証拠ではありませ
ん。画面は英語です。元のグラフには縦軸の単位表記がありません。 元の画面を拡大表示 ↗

三つの問いを、一つの運用視点で

何が
接続されているか？

ネットワークTAP、SPAN／ミラーポート、センサーフィードで複製した通信をパッ
シブに観測し、制御通信の経路には入りません。観測した資産と通信関係を可視化
し、既知・未知の機器を識別します。

何が変わったか？ リアルタイムまたは準リアルタイムのセンサー分析と、保存した現在・過去のデータ
を使い、Modbusの信号、基準からの挙動変化、リスク情報を確認します。

何を共有するか？ エネルギーテレメトリと週次・月次OTレポートで、プラント、セキュリティ、経営
層のレビューを支援します。

制御・運用技術（OT）、産業用制御システム（ICS）、プラント、ネットワーク、セキュリティの担当者、およびマ
ネージドセキュリティサービスを提供するパートナー向けです。
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https://zcr.ai/zcrot/power-monitoring-dashboard.png


zcrOT · Brochure
パートナー向け資料

運用環境に合う構成を選ぶ
SaaS、VM、ハードウェアアプライアンスで提供します。インフラ仕様を決める前に、
承認済みパートナーと導入方式・データの境界を確認してください。

導入方式 計画時の確認事項

クラウド／SaaS Security Collector 1台、zcrLog SaaS 1年分、OT Software Stack 1式のパッケージ
です。データ保管場所と通信条件を認定パートナーと確認します。

仮想マシン（VM） 顧客管理のインフラに導入できます。計算資源、ストレージ、接続仕様、収集範
囲に応じ、認定パートナーが見積もります。

ハードウェアアプラ
イアンス

初年度を含む買い切りパッケージ：Collector 1台、zcrLog Server 1台、OT
Software Stack 1式。MAは2年目から。詳細はパートナーの提案で確定します。

最新の価格、VATとMAの条件は料金ページで確認できます。Collector数は物理機器の数で、ライセンス対象セグメン
ト数や処理容量の保証ではありません。 最新のパッケージ料金を見る ↗

外部連携の境界を決める
パッシブな通信取得に加え、送信元ごとの専用ポートでsyslogを受信します。API・連携基盤でセキュリティ運用、
SIEM、監視・分析の業務に接続します。項目、認証、データ方向を確認してください。syslogの外部送信や特定のコ
ネクターを保証するものではありません。

zcrOTは可視化・検知プラットフォームであり、インライン制御システムではありません。収集範囲、運用
変更、対応責任を現場と合意してください。連携、可視化範囲、分離環境での動作は現場ごとの検証が必
要です。

承認済みパートナーと評価を計画する
ネットワーク構成図、セグメント・センサーの概数、入力元、導入上の制約をご用意ください。商用提
案、契約、顧客への提供は承認済みのディストリビューター、販売代理店／SI、MSP／MSSPを通じて行
います。zcr.aiはパートナーへの橋渡しを支援します。

パートナーの紹介・範囲の相談 ↗ zcrOTの詳細 ↗ 公開デモを試す ↗

zcr.ai/ja/contact/ · zcr.ai/ja/product/zcrot/ · demo.ot.zcr.ai/

図とデモデータは動作説明用です。全資産の発見、確実な防御、顧客実績、認証取得を約束するものではありません。
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